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2-4 

食事摂取 

評価軸 ：②介助の方法 

1.介助されていない 

2.見守り等 

3.一部介助 

4.全介助 

(1) 調査項目の定義 

「食事摂取」の介助が行われているかどうかを評価する項目である。 

ここでいう「食事摂取」とは、食物を摂取する一連の行為のことである。 

通常の経口摂取の場合は、配膳後の食器から口に入れるまでの行為のことである。また、食事摂取

の介助には、経管栄養の際の注入行為や中心静脈栄養も含まれる。 

 

(2) 選択肢の選択基準 

「1.介助されていない」 

・「食事摂取」の介助が行われていない場合をいう。 

 

「2.見守り等」 

・「食事摂取」の介助は行われていないが、「見守り等」が行われている場合をいう。 

・ここでいう「見守り等」とは、常時の付き添いの必要がある「見守り」や、行為の「確認」「指

示」「声かけ」「皿の置き換え」等のことである。 

 

「3.一部介助」 

・「食事摂取」の行為の一部のみに介助が行われている場合をいう。食卓で小さく切る、ほぐす、

皮をむく、魚の骨をとる等、食べやすくするための介助や、スプーン等に食べ物を乗せる介助

が行われている場合も含む。 

・ただし、この「一部」については、時間の長短は問わない。 

・また、1 回ごとの食事における一連の行為中の「一部」のことであり、朝昼夜等の時間帯や体

調等によって介助の方法が異なる場合は、後述の「（3）調査上の留意点及び特記事項の記載例」

にしたがって選択する。 

 

「4.全介助」 

・「食事摂取」の介助の全てが行われている場合をいう。 
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(3) 調査上の留意点及び特記事項の記載例 

食事の量、適切さを評価する項目ではなく、「食事摂取」の介助が行われているかどうかを評価す

る項目である。 

調理（厨房・台所でのきざみ食、ミキサー食の準備等）、配膳、後片づけ、食べこぼしの掃除等は

含まない。 

エプロンをかける、椅子に座らせる等は含まない。 

経管栄養、中心静脈栄養のための介助が行われている場合は、「4.全介助」を選択する（特別な医療

の要件にも該当する場合は、両方に選択を行う）。 

 

◆特記事項の例◆ 

食事摂取についての介助は行われていないが、手元が不安定なため、スプーンに食べ物をのせ
る介助をテーブルで付き添って行っていることから、「3.一部介助」を選択する。 

 

◆特記事項の例◆ 

毎食介護者が経管栄養にて栄養剤を注入しているため「4.全介助」を選択する。 

 

① 朝昼夜等の時間帯や体調等によって介助の方法が異なる場合 

一定期間（調査日より概ね過去 1 週間）の状況において、より頻回に見られる状況や日頃の状況で

選択する。 

その場合、その日頃の状況等について、具体的な内容を「特記事項」に記載する。 
 

◆特記事項の例◆ 

通常は介助なしで行っている。毎日朝食の際は、最初の数口は、介護者が口まで食事を運んで
いる。頻度から「1.介助されていない」を選択。 

 

② 福祉用具（補装具や介護用品等）や器具類を使用している場合 

福祉用具（補装具や介護用品等）や器具類を使用している場合は、使用している状況で選択する。 
 

◆特記事項の例◆ 

自力で自助具を使用する。「1.介助されていない」を選択。 

 
 

③ 「実際の介助の方法」が不適切な場合 

「介助されていない」状態や「実際に行われている介助」が、対象者にとって「不適切」であると

認定調査員が判断する場合は、その理由を特記事項に記載した上で、適切な「介助の方法」を選択し、

介護認定審査会の判断を仰ぐことができる。 

なお、認定調査員が、「実際に行われている介助が不適切」と考える場合には、 

・独居や日中独居等による介護者不在のために適切な介助が提供されていない場合 

・介護放棄、介護抵抗のために適切な介助が提供されていない場合 

・介護者の心身の状態から介助が提供できない場合 
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・介護者による介助が、むしろ本人の自立を阻害しているような場合 

など、対象者が不適切な状況に置かれていると認定調査員が判断する様々な状況が想定される。 
 

◆特記事項の例◆ 

本人の拒否が強く、介助をしようとしても手を払いのけるなどの抵抗がみられる。振戦がある
ため、うまく口に運べず、食べこぼしが多いため、不適切な状況にあると判断し、適切な介助
の方法を選択する。本来なら「3.一部介助」が行われる状況と判断した。 

 

(4) 異なった選択が生じやすい点 

対象者の状況 誤った選択 正しい選択と留意点等 

中心静脈栄養のみで、

経口での食事は全く

摂っていない。 

「1.介助されていな

い」 

「4.全介助」を選択する。 

経口摂取が禁じられており、中心静脈栄養のみ

を行っており、経口摂取を全く行っていない場

合は、「4.全介助」を選択する。 

 


